
  

 

 

 

 

 

 

 ５月２６日（日）開催されました総会に於いて 下記の皆さんが２５・２６年度の役員

として承認されました。 紹介いたします。 

 

 会長    八尾光祐 （三之西町） 

 副会長   今岡 勉 （鍛冶町）   窪田光生  （幸坂町） 

 会計    藤多和男 （向島町） 

 事務局長  槌野策司 （東丸之内） 

 監事    小林克彦 （西大手町）  中村里美  （東町） 

 

 尚、自治会特別部会（各町自治会長）１８名と各部会の正副部会長１２名を

含めた役員が 上野西部地区住民自治協議会の運営にあたります。 

【総会資料は事務局（上野西部公民館内）にて公開しています。】 

 

 

 

 

 

 

 

子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀４階）が愛称を『キラキラ』として活動して

います。子育てする皆さんと、かわいい子ども達に『キラキラ・輝いてほしい』という願

いを込めて、保護者の方とともに子どもたちの成長を喜び合っていきたいと思います。  

地域にお住まいのキラキラ輝く星を探しに、私たちスタッフがおじゃまします。                     

子育て包括支援センター 

日時：平成２５年６月２４日（月）１０：３０ ～ １１：３０ 

場所 ： 上野西部地区市民センター  

対象 ： 乳幼児・未就園児と保護者の方 

持物 ： 母子手帳・お茶などの水分補給できるもの  

内容 ： こんにちは、キラキラしましょう♪親子ふれあいあそび  
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上野西部地区の人口 世帯数 1,488 人口 3,415 人(内男 1,619・女 1,796) 25.5.31 現在 
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この圖は旅人芭蕉の姿、これを遠望すれば二階の

形は笠であり、一階の屋根は芭蕉の蓑を着たる肩か

ら腰の姿であり、堂は脚部に當るのであつて、廻廊

の柱は杖とも脚とも見られる姿である。先づこの形

を中心として、建築美術の方面から内部構造の研究

に取り掛つたのであるが、内部構造はこれを法隆寺

の夢殿の内部を参考として参酌した。而してその用

材の全部を素地そのまヽの素朴な感じを出す事とし

て、日本の檜材を用ふるに皮付きを以て仕上ぐるこ

とヽし、天井裏の垂木等は悉く丸木材を使用して、

笠の裏の感じを十分に出すことにしたのである。  

元来この種の建築は純日本建築を表現する侘、寂を中心とせねばならぬもので

あつて、茶室建築に準じたものであるが、茶室建築と異るところは、佛閣であり、

神社である感じが出なければならぬのであつて、静寂な、幽邃な、閑雅な氣持ち

が表現せられてゐて、何處となく莊重嚴粛な重味のある感じが迫って来なければ

神社佛閣に對する敬虔な崇高な観念が現れないのであるから、これらの意味を加

味する必要上、用材の選擇、石材の使用等にも注意を要するのであって、その氣

持を表現するのに相當の考慮を拂はなければならぬ点が多かったのである。  

“芭蕉は生てる”著者川崎克 （発行 伊賀文化産業協會昭和１７年）より  

国指

定  

 




